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後　藤　和　也
Kazuya Goto
＜要旨＞
　本稿では、本学における新たなキャリア教育科目の展開を見据え、教養ゼミにおいてアク
ティブラーニングによるキャリア教育を試行的に実施し、主にジェネリックスキルの育成と
いう観点から当該授業の効果等を調査することで、キャリア支援上の参考となり得るデータ
収集を試みた。その結果、今後の課題として①キャリア教育科目における実施内容等の更な
る検討、②キャリア教育科目における学習効果の測定方法の検討、③キャリア支援体制にお
けるキャリア教育担当教員の役割の明確化の必要性が明らかとなった。
キーワード： キャリア教育、キャリアガイダンス、アクティブラーニング、ジェネリックス
キル
１．問題と背景
１．１　キャリア教育推進の背景
　我が国では近年、発達段階に応じたキャリア教育の重要性がしばしば指摘されている（例
えば、文部科学省・中央教育審議会 ,1999、文部科学省・厚生労働省・経済産業省・内閣
府 ,2003,2004,2006 等）。特に、多くの学生にとって最終学歴となる大学におけるキャリア
教育（キャリアセンターが主催するキャリアガイダンスを含む）の充実は、当該大学におけ
る就職実績と併せて、受験生や保護者における大学選択の一つのメルクマールとなっている。
　大学におけるキャリア教育について概観すれば、当初の趣旨は若者の雇用対策の意味合い
が強いものであった。いわゆる就職氷河期を背景に、文部科学省・中央教育審議会（1999）
はフリータ ・ーニートの増加や新規採用者の早期離職等へ対処すべく、発達段階に応じたキャ
リア教育の展開を求め、さらには教育課程の中にキャリア教育を位置付けることを求める（中
央教育審議会，2008）とともに、国は大学設置基準を改正し、大学・短期大学におけるキャ
リア教育の法制化を行った（文部科学省，2010）。
　上西（2007）は、キャリア教育推進の背景として、上述の「政策的な要請」の他、「入学
者確保の必要性」「企業側の要請」「動けない学生への対応」「学生の権利保障」があると指
摘する。18 歳人口の減少により出口支援を強化することで入学者確保の一助とすること、
組織のスリム化等により企業内教育が機能不全に陥っていること、人間関係を築くのが不得
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手など特段の配慮を要する学生の存在、働くことに関するトラブルや危機に見舞われたとき
に身を守るためのワーク・リテラシーを付与する必要性等が背景にあるという。
　以上の複合的な要因に加え、学校と社会との接続教育という観点からも、大学におけるキャ
リア教育の充実はその責務であると言ってよいだろう。
１．２　本学におけるキャリア形成支援
　本学における進路の状況は、例年およそ 7 割前後の学生が就職を希望し、近年の就職率
は概ね 100％を維持している。残りの 3 割前後の学生が 4 年制大学への編入学を希望し、
ほぼ全員が希望を達成している（図表１参照）。高い就職率に加え好調な編入実績は、本学
におけるキャリア形成上の大きな特徴の一つと言える。
図表 1．本学における進路の状況（過去 3 か年） 
就職 編入学
希望者 内定者 内定率 希望者 決定者 決定率
2018.3 卒業生 194 192 99.0% 68 68 100.0%
2017.3 卒業生 184 181 98.4% 96 94   97.9%
2016.3 卒業生 177 170 96.0% 91 87   95.6%
出所：山形県立米沢女子短期大学 HP（http://www.yone.ac.jp/career/employment.html）
　　　2018/7/10 取得
　こうした堅調な進路状況達成の要因としては、教職員一丸となった親身な指導に加え、キャ
リア支援センターが企画する各種のキャリアガイダンス（図表 2 参照）が大きく寄与して
いるものと推察される。キャリア支援センターでは 4 名の相談員が常駐して学生からの様々
な相談に対応するほか、就職活動に関連する講座やイベントを数多く企画・実施することで、
個々の学生のニーズに沿ったキャリア形成支援を行っている。
図表 2　平成 30 年度山形県立米沢女子短期大学キャリア支援計画
出所：山形県立米沢女子短期大学 HP（http://www.yone.ac.jp/career/pdf/2605H30%207c7377ed5927%20
　　　30ad30e330ea30a2652f63f48a08753b.pdf）2018/7/10 取得
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１．３　正課科目としてのキャリア教育科目の必要性
　本学は、その理念と目的・目標として「能動型教育の充実強化、地域と連携した実践的教
養教育プログラムの開発、生涯学習への積極的取り組み」の他「キャリア支援教育の充実」
を掲げている。
　一方、本学におけるキャリア教育科目（正課科目）は「キャリア形成支援講座」のみであ
る。当該科目は 1 年時の選択科目・集中講義であり、到達目標は「自分の興味関心や強み・
弱み、価値観等について、適切な自己理解（自己分析）をとおして明確にすること等である
（図表３参照）。
　本学では中期計画上に「学生の将来設計、すなわち就職・編入学・資格取得等について総
合的に支援する教育プログラムの開発を目指す。その一環として、コミュニケーション能力
の育成、インターンシップの活用、編入学対応教育の強化などを行う。さらに、実践的講座
の拡充にも努める」と明記している。上述のキャリア教育をめぐる社会からの要請を踏まえ
つつ、「キャリア」について、職務上の能力（いわゆるワーク・キャリア）に留まらず、人
生設計上必要な基盤的な能力（いわゆるライフ・キャリア）を含むものと捉えるとすれば、
教養教育と併せて実学を重んじる本学にとって、キャリア教育科目の質的・量的な拡充は喫
緊の課題であるものと考えられる。
　加えて、学校教育法第 108 条では、短期大学の目的として「深く専門の学芸を教授研究し、
職業又は実際生活に必要な能力を育成すること」を掲げられており、法の趣旨からもキャリ
ア教育の拡充が求められていると解釈できる。
　そうした背景を受け、2018 年度にはキャリア教育科目の新設を含めた本学キャリア支援
体制の保持増進を図るべく、キャリア教育を研究領域とする専任教員（筆者）の採用に至り、
各種の調査・分析を行っているところである。
図表３　キャリア形成支援講座シラバス（一部抜粋）
授業のテーマ及び到達目標
１　現在の学生生活と将来の職業生活の橋渡しとなる「キャリア」という考え方を学ぶ授
業です。受講者は１年生を想定しています。 
２　知っているようで意外とわからないのが自分。自分の興味関心や強み・弱み、価値観
等について、適切な自己理解（自己分析）をとおして明確にすることを一つの目標とします。 
３　そのような自己理解（自己分析）をとおして、より自分の興味関心に即した仕事につ
いて知り、就業意識を高めると同時に、4 年制大学への編入も含めた今後のキャリアにつ
いて洞察を深めます。また、折に触れて昨今の就職活動に必要不可欠な知識・スキルの習
得を図ります。 
授業計画
第 1 回 オリエンテーション「よりよく人生を生きるために」
第 2 回 自分を知る方法
第 3 回 自己理解・自己分析
第 4 回 就職と仕事と人生の関係
第 5 回 業界を知る、会社を知る
第 6 回 エントリーシートについて
第 7 回 面接について・会社が学生に求めるもの
第 8 回 まとめ
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授業概要
自己理解・自己分析（質問に答えることにより自分を見つめる）、業界・企業研究、企業
へのアプローチの 仕方、採用試験の受け方 
受講生へのメッセージ（授業評価を踏まえた方針など）
◆自己理解・自己分析により生き方を見つめる講座です。就職希望者だけでなく編入学希
望者も受講してください。（４年制大学に編入学した年（３年生）から、すぐに就職活動
が始まります）
出所：山形県立米沢女子短期大学 HP
（http://www.yone.ac.jp/department/lecture/shirabasu/h30_kyouyou.pdf）
2018/7/10 取得
２．キャリア教育の試行的実施
２．１　キャリア教育の試行的実施の必要性
　本学におけるキャリア教育科目の開発等を含めたキャリア支援体制のあるべき姿について
は、本稿執筆日現在他大学の先行事例を調査している段階であり、踏み込んだ議論をするこ
とはできない。
　一方、大学におけるキャリア教育は、その展開について「大学の教育理念・教育目標をふ
まえ」行われるべきものとされ（国立大学協会 ,2005）、当該大学の実態に応じて個別具体
的に展開されるものと捉えることができる。
　先述したとおり、本学は既に好調な就職・進学実績を誇っている。それらの具体の企業名
等から、学生のキャリア志向（地元志向であるか等）を推測することはできるものの、そこ
に本学での学びがどの程度影響を及ぼしているか等を確認する術がないのが実情である。そ
れゆえ、新たにキャリア教育科目を開発するにあたりその効果を担保するためには、学生に
おけるキャリア志向性や潜在能力を事前に把握する必要があるものと考えられる。
　筆者が担当する授業に「教養ゼミ」があるが、当該講義は「入学初年度の学生に対してス
タートアップスキル養成のための授業」という位置づけであることから、まずは当該講義に
てキャリア教育の試行的実施を行い、可能な限りそれらの把握を試みることとした。
２．２　教養ゼミにおけるキャリア教育の概要
　キャリア教育を試行的に実施するにあたり、教材は厚生労働省の委託事業により開発され
た『大学生のための「キャリア教育プログラム集」』を中心に、学生が興味・関心を寄せや
すいであろう内容を扱うこととした。当該プログラム集は、大学でキャリア教育を行う指導
者用に作成されたモデルプログラム集であり、我が国キャリア教育における第一線の研究者
や労働行政が有する知見を活かした内容となっている。内容の一例を図表４に示す。
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図表４　教養ゼミにおける実施内容等（一例）
出所：三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（2014）「厚生労働省委託大学におけるキャリア教
育プログラム事例 集 」（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
shokugyounouryoku/career_formation/career_consulting/career_kyouiku_programs/index.
html）2018/7/10 取得
　授業の到達目標としては、大学と社会との接続を意識したうえで、文部科学省が提唱する
「基礎的・汎用的能力」（図表５参照）を向上させることとした。類似の能力として、経済産
業省が提唱する「社会人基礎力」等があるが、社会の中で良好なコミュニケーションを維持
し、社会に適応しながら自らのキャリアを築いていくという、いわゆるジェネリックスキル
である点においては各能力の目指すべきところは概ね同旨である。
　なお、高橋（2016）によるキャリア教育科目並びに正課外活動と学生の内定獲得及び内
定獲得までに要した期間に関する先行研究では、内定群における傾聴力（相手の意見を丁寧
に聴く力）が有意に高かった。傾聴力は基礎的・汎用的能力でいうところの「人間関係形成・
社会形成能力」に該当するものであるが、こうした先行研究の知見からもキャリア教育を通
して当該能力を育むことは合理的であると言えよう。
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図表５　基礎的・汎用的能力
出所：中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」
（http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r98520000015s0j-att/2r98520000015sp1.pdf）
2018/6/12 取得
　また、授業は主にアクティブラーニング形式で行うこととした。アクティブラーニングと
は「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取
り入れた教授・学習法の総称」である。また、「学修者が能動的に学修することによって、
認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験も含めた汎用的能力の育成を図る」もので
あり（中央教育審議会 ,2012）、高橋ほか（2017）により図表６に示すように具体例が挙げ
られている。以上を鑑みれば、アクティブラーニングは当該授業の内容並びに目的と親和性
が高い教授法であると考えられる。
　なお、2018 年度に筆者が担当する教養ゼミを受講した学生数は 10 名であった。
図表６　アクティブラーニングの具体例
教室外 教室内
能動的学修経験
・ 体験型学習（教室外での野外観察等） 
・ フィールドワーク（教室外でのインタ
ビュー，質問紙調査等） 
・ サービスラーニング（ボランティア等の
奉仕活動を含む学習）
・ 問題解決型学習（課題を設定し，調査を
行う学習） ・プロジェクト型学習（到達
すべきゴールがあり，複数の人間が関わ
るようなプロジェクトに取り組む学習）
・ 学生に意見や考え を述べさせる・ペア
ワーク（2 人 1 組での学習） 
・グループワーク（グループ単位での学習） 
・グループ・ディス カッション（グルー
プ内での討議） 
・ ディベート（グループ間での討議，勝敗
あり） 
・プレゼンテーション（個人またはグルー
プでの発表） 
・ 問題解決型学習（課題を設定し，調査を
行う学習）
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省察的学習経験
・ 教室外での能動的学習経験の振り返りや
まとめ（口頭発表，文章化等）
・ 振り返りシート等の活用 
・ コメントを付した 振り返りシート等の
返却 
・ノートの提出と返却 
・ 宿題等の提示 
・ 小テスト，試験，レポート等の実施 
・小テスト，試験，レポート等の返却と解
説
出所： 高橋修、冨田京子、猪股歳之（2017）「フィールドワークを伴うプロジェクト型学習
を核としたキャリア教育科目の開発」東北大学高度教養教育・学生支援機構『東北大
学高度教養教育・学生支援機構紀要』第３号
２．３　キャリア教育におけるアンケート調査
　学生のキャリア形成上の志向性や、当該授業を通して学生の能力がどのように変化したか
を把握することを企図して、講義最終日に無記名のアンケート調査を実施した。
　講義の最終日に学生の自己評価を中心としたアンケート調査を実施することとしたため、
必ずしも客観的なデータとは言い難い面もあるが、本学学生のキャリア志向等を把握するた
めのエビデンスが存在しない現状を鑑みれば、何らかの知見を得ることは極めて重要である。
　項目は、Q1「他人（他人の個性や考え方）を理解する力」Q2「他人に働きかける力（コ
ミュニケーション力、チームワーク、リーダーシップ等）」Q3「前向きに考える力」Q4「忍
耐力・ストレスへの対処力」Q5「主体的に行動する力」Q6「情報を理解したり選択する力」
Q7「物事の本質を理解したり問題の原因を追究する力」Q8「課題を発見したり、計画を立
て実行する力」Q9「物事を評価したり、改善する力」Q10「学ぶこと・働くことの意義や
役割の理解」Q11「将来設計や人生の選択を行う力の 11 項目である。質問は「４月入学当
初と比較して、この講義を受講することで自分にどんな力が身についたと思いますか」回答
は「1. 身につかなかった」「2. やや身につかなかった」「3. 変わらない」「4. やや身についた」
「5. 身についた」の 5 件法である。
　なお、志向性に係るアンケート項目については、京都大学高等教育研究開発推進センター
ほか（2015）が実施した「大学生のキャリア意識調査 2007‒2010‒2013 年の経年変化の
項目を参考とし設定した。
　受講者 10 人中、全項目に回答した 9 人の回答データ（「４月入学当初と比較して、この
講義を受講することで自分にどんな力が身についたと思いますか」の結果のみ抜粋）を図表
7 に記す。
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図表７　教養ゼミアンケート結果（抜粋）/n=9　2018.07.12
設問項目
Q1 他 人
（他人の個
性 や 考 え
方 ） を 理
解する力
Q2 他 人
に 働 き か
け る 力（ 
コミュニ
ケ ー シ ョ
ン力、チー
ムワーク、
リ ー ダ ー
シップ等）
Q3 前 向
き に 考 え
る力
Q4 忍 耐
力・ ス ト
レ ス へ の
対処力
Q5 主 体
的 に 行 動
する力
Q6 情 報
を 理 解 し
た り 選 択
する力
Q7 物 事
の 本 質 を
理 解 し た
り 問 題 の
原 因 を 追
究する力
Q8 課 題
を 発 見 し
た り、 計
画 を 立 て
実 行 す る
力
Q9 物 事
を 評 価 し
た り、 改
善する力
Q10 学ぶ
こ と・ 働
く こ と の
意 義 や 役
割の理解
Q11 将 来
設 計 や 人
生 の 選 択
を行う力
平均点
（ 設 問 項
目）
3.67 4.22 3.56 3.11 4.11 3.67 3.56 3.56 4.11 4.22 4.33
基礎的・
汎用的能
力との対
応
人間関係形成・社会
形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力
キャリアプランニン
グ能力
平均点
（基礎的・
汎用的能
力）
3.95 3.59 3.73 4.28
※「平均点（設問項目）」は、「身についた」：5 ～「全く身につかなかった：1」として、各
設問における平均点を算出した。なお、各項目において「やや身につかなかった」「全く
身につかなかった」とした回答はなかった。
※「平均点（基礎的・汎用的能力）」は、設問項目を対応する基礎的・汎用的能力ごとに分類し、
分類ごとに平均点を算出した。
出所：筆者作成
３．まとめ・今後の課題
３．１　アンケート調査結果の概要
　上述したとおり、本アンケート調査については客観的な統計データとはいい難い面があり、
調査対象も 9 名と極めて限定的な人数である。従って、今回の結果を安易に一般化するこ
とはできない。
　あくまで筆者の主観とはなるが、当教養ゼミを受講した学生は殆ど欠席をすることなく、
各回のグループワークや班ごとのディスカッションに真摯に参加した。毎回の授業の最後に
はリアクションペーパーの作成が課せられ、率直な意見やキャリア形成上の興味関心を垣間
見ることができた。それらを概観することで何かしらの示唆を得ることができると判断し、
以下を論じたい。
　本アンケート調査結果によれば、本教養ゼミでのキャリア教育を通して身についた能力と
して、Q2「他人に働きかける力（コミュニケーション力、チームワーク、リーダーシップ等）」
Q5「主体的に行動する力」Q9「物事を評価したり、改善する力」Q10「学ぶこと・働くこ
との意義や役割の理解」Q11「将来設計や人生の選択を行う力」が挙げられる（何れも「平
均点（設問項目）」が 4.11 ～ 4.33 点）。これらの要因としては、先に述べたとおり本教養
ゼミはアクティブラーニングにより展開され、学生は毎回異なるメンバーと班編成を行い、
あるテーマごとに意見を述べたり相手の考えを聴くこと、さらには他のメンバーの前で自グ
ループの議論を紹介すること等を繰り返し行った。加えて、教員の前職（人事・採用担当者）
としての経験に基づく知見や実際に社会で働く女性を招いての講演等、働くことやキャリア
を形成することについて入念に意識付けを行った。以上のことが影響したものと推察される。
　一方、相対的に点数が低かった能力として Q4「忍耐力・ストレスへの対処力」（3.11 点）
が挙げられる。これについては講義における時間的制約もあり（全 15 回の講義のうち最初
の数回は合同で新入生ガイダンス的な内容が展開される等により、実質的にキャリア教育を
2後藤15-24.indd   22 2019/01/16   0:44
−23−
後藤：アクティブラーニングによるキャリア教育を試行的に実施した事例
展開できたのは 8 回程度に留まった）、充分にプログラム内容を展開できなかったのが実情
である。各種調査において職場でのストレス源として「職場の人間関係」が上位に挙がる現
状を鑑みれば、大学で心身の健康保持や業務上のストレスへの対処法を学ぶことは意義があ
るため、新たに展開するキャリア教育科目においては当該内容を多く取り入れたいと考えて
いる。
　各設問項目における平均点を「基礎的・汎用的能力」に対応させてみると、「キャリアプ
ランニング能力」こそ 4.28 点となるものの、その他の能力は 3 点台に留まった。このことは、
今回の試行的なキャリア教育がまだまだ不十分であることを示唆している。実施した内容や
学生の感想等をさらに分析し、必要な改善を図りたい。
３．２　今後の課題
　最後に、今後の課題を述べる。
　第 1 にはキャリア教育科目における授業内容の更なる検討・充実が挙げられる。先述し
たとおり、当該科目についてはアクティブラーニング手法を用いながら、本学学生のニーズ
に合致した内容を展開することが求められる。先のアンケート調査結果で充分育まれたと言
い難い能力に着目しつつ、「基礎的・汎用的能力」を網羅的に習得できる授業開発を行う必
要がある。
　第 2 には、学生における学修成果の測定方法の確立である。教育効果の可視化のためには、
受講前後で学生の能力がどのように変化したかを客観的に測定しなければならない。先行研
究の知見を活かしながら今後の学生におけるキャリア支援にも援用できるデータを蓄積する
観点からも測定方法を模索したい。
　第 3 には、キャリア教育担当教員における役割の明確化である。本稿では充分に論ずる
ことができなかったが、現行のキャリア支援センターが実施しているキャリアガイダンスと
キャリア教育の連携を図る必要がある。これについては現在他大学の事例を調査する中で、
ある大学のキャリア支援担当の専任教員から「教員がキャリア教育、キャリアガイダンス並
びに関連するイベント等すべてに関与し、大学として系統立てキャリア支援を実施すること
が肝要である」との示唆を得ているところである。例えば当該教員の知見をキャリア支援セ
ンターが企画するキャリアガイダンスに反映させる等、何らかの形でキャリア支援センター
の諸活動に参画することが想定される。これについては、引き続きキャリア支援センターの
諸活動を分析しながら、本学に最もフィットする体制の構築を目指したい。
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